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トリブチルポラン(TBB)を重合開始剤とする高分子は歯科材料として歯質接着性が高いこ

と、残存する未反応モノマーが少ないなどの優れた特長を有することが報告されている。本論

文は、 1BB を用いて得られる高分子および無機材料である m加era1価Oxide昭ge部te (MTA)と
の複合型歯科材料の開発に関する研究をまとめたものである。

第 1章では、本研究の背景として、醐控状態が全身健康に及ぼす影粋を明らかにし、歯科治

療、材料の分類と材料に求められる要件を概説した。第2章では、 TBBと他の重合開始剤との

違い、 1BB の利点および生体適合性を説明し、第 3 章では、 TBB によるメタクリル酸メチル

(MMA)の転化率が、歯科で一般的に使用される過酸化べンゾイルとアミンよりも高く、生成し

たポリマーの分子量が2倍以上となることを明らかにした。第4章では、 TBBによる重合で得

られる高分子と無機材料であるMTAを組み合わせた材料の特長と、歯科における用途や効果を

明確にした。第5章では、従来のMTA材料の操作性と辺綱'雌貸陛を向上した新規材料を設計し、

歯科材料として必要な諸物性の付与と性状調整を行った。第6章では、歯冠修復物の辺縁封鎖

性について、第5 章で開発した新規材料と従来型の材料との比較評価を行い、新規材料が優れ

た辺縁封鎖性を有する材料であることを示した。第7章では新規材料の物理化学的特性が優れ
ていることを明らかにした。第8章では、「生体適合性」と陌更組織再生誘導能」について、イ

ヌを用いた臨床使用模擬試験により評価した。第9章は本論文の研究成果を総括し、臨床への
展開と課題について述べている。

内容 の 旨

本論文は、トリブチルボラン(TBB)を重合開始剤として合成される高分子を基盤として、

優れた性能を有する歯利'用接着性材料の開発に関する研究をまとめたものである。 TBBを重合

開始剤として得られる高分子材料は歯質接着性が高いこと、残存する米反応モノマーが少ない

ことなど歯科・材料として望ましい特長を有することが報告されているが、重合反応の詳細につ

いては調べられていない。本研究はTBBによる重合挙動を明らかにし、得られた高分子のヰ予性

を生かした「1顎の保存を可能とする新しい高分子材料」を開発することを目的としている。

最初に、 TBBと他の重合開始剤との述いについて詳細に検討している。歯科で一般的に使用

される過酸化べンゾイルとアミンを重合開始剤としたメタクリル酸メチル(MMA)の重合挙動

とTBB を重合開始剤として用いた場合の重合挙動を比校した。その結果、 MMAの転化率は、

TBB を用いた場合の方が高く、 4y戊したポリマーの分子量も2倍以上となることを明らかにし

ている。史に、重合時に発生するラジカル強度が長期間に渡って保たれ、 TBB によって調製し

たポリマーが重合開始剤機能を有することを見出した。

歯科材料として、有機高分子と無機材料とのハイブリッドが重要である。本研究では、 TBB

によって得られる高分子と無機材料である mine玲ltdoxideag即egate (MTA)の細み合わせにつ
いて詳細に検討している。その結果、従来のMTA材料の操作性と辺縁圭雌貰陛を大幅に向上した

新規歯科材料を調製することができた。さらに、実使用を想定した保存安定性試験や細胞毒性

試験を行い、新規歯科材料の最終組成を決定している。歯利'治療の予後をた右する重要な因子

である歯冠修復物の辺翁't鎖性について、新規材料と従来型の材料・との比峻評価を行い、新規

材料が優れた辺紹'"貨陛を有する材料であることを明らかにした。

本研究で開発したMTA材料の最も重要な機能である「生体適合性」と哘更組系鶚再生誘導能」

を、イヌを用いた臨床使用模擬試験により評価した。新規材料の炎症性反応は既存材料と同等

以下であり、硬組織再生誘導能は既存材料よのも高いことを示した。

以上によの、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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